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主な内容

〝
秋
田
鳥
海
リ
ン
ド
ウ
〞
採
花
作
業
に
励
む

　「
秋
田
鳥
海
リ
ン
ド
ウ
」
は
、Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ
い
管
内
で
栽

培
さ
れ
て
い
る
花
卉
の
代
表
ブ
ラ
ン
ド
。色
と
ボ
リ
ュ
ー
ム
、
品

質
、
日
持
ち
の
良
さ
で
市
場
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

真
坂
覚
さ
ん(

66
歳
・
鳥
海
町
猿
倉)

は
60
㌃
で
「
鳥
海
リ
ン
ド

ウ
」
を
栽
培
。「
例
年
よ
り
も
少
し
開
花
が
早
い
。20
日
頃
ま
で
は

彼
岸
向
け『
し
な
の
３
号
』の
出
荷
が
続
き
ま
す
」と
話
し
、
家
族

と
採
花
作
業
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

　

(

生
育
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
、娘
さ
ん
の
尚
未
さ
ん
。今
月
６
日)

　き
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生
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ク
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る
、娘
さ
ん
の
尚
未
さ
ん
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月
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日)

　き

齋 藤 麻 衣 さん
　麻衣さんは、地元のわい化リンゴを利用したお菓

子を提供したいと、今年２月、息子さんの１歳の誕

生日に工房「ポム･ド･テール」（大地のリンゴ）を

立ち上げ、アップルパイやクッキー、水ようかんな

どを作り、Ａコープに納めています。

　 「おいしかった」「今度はいつ出すの」。お客さん

の声や感想が励みになり、作り甲斐を感じていると

充実感いっぱい。中学校でソフトボールに打ち込ん

だ麻衣さんは、交通事故による脚の後遺症を乗り越

え、釣りやボウリングも楽しむ行動派です。

　夢は、地域の皆さんが仕事の合間に気軽に入れ、

コーヒーや紅茶で一息できる小さな店を持つこと。

「まず、食べてみでけれ～」

と笑顔で話してくれました。

SAITO Mai

アップルパイ（左）と各種クッキー

♥30歳、西目町潟保

♥性格　明るく、前向き  ♥好きな言葉　初志貫徹

♥市内で好きな場所　本荘マリーナ。夕日がきれいです。

♥お世話になっている方へ　子育てしながらのお菓子作

　りを手伝ってくれる母に感謝しています。

地
元
の
リ
ン
ゴ
を
利
用
し
た
お
菓
子
を
作
っ
て
い
ま
す

「
お
い
し
か
っ
た
」 

と
い
う
声
を
励
み
に
頑
張
り
ま
す
！

「
お
い
し
か
っ
た
」 

と
い
う
声
を
励
み
に
頑
張
り
ま
す
！

Your Smile
やわらかな、若い風

Monthly Happy Communications

と笑顔で話してくれました。
アップルパイ（左）と各種クッキー

Interactive
Side Story

 ふれあい
　サイドストーリー

若い女性３人、伝統文化の継承担う

左から村上萌さん、郁さん、佐藤綾乃さん 小路渡りを奏でて―

表）で笛を吹いたのが佐藤綾乃
さん（30歳･にかほ市）と村上萌
さん（高1）、郁さん（中3）の姉妹。
3人は小学生の時に「本海流鳥
海獅子舞倶楽部」で基礎を習得。
その経験を生かし、囃子役に。眞
坂代表は「笛を吹く人がおらず、
助けられました」と話します。
　若い女性や新しい世代が地域
の伝統文化を守っていると感じら
れる舞台でした。

　国指定重要無形民俗文化財
「本海獅子舞番楽」を披露する
「鳥海獅子まつり」が８月16日、
鳥海健康広場で開催されました。
　今回、中直根講中（眞坂竹信代

はや  し
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※

市
内
で
運
行
す
る「
路
線
バ
ス
」

は
不
採
算
路
線
と
な
っ
て
お
り
、

国
や
県
、
市
の
補
助
に
よ
っ
て
維

持
さ
れ
て
い
ま
す
。

利
用
実
態
に
即
し
た
運
行
形
態

の
検
討

　「
廃
止
路
線
の
代
替
運
行
」
と

い
う
点
を
踏
ま
え
、
さ
ま
ざ
ま
な

接
続
を
考
え
た
路
線
の
組
み
替
え

の
検
討
が
必
要
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
バ
ス
の
利
用
実
態
に
即
し

た
運
行
形
態
を
図
っ
て
い
く
上

で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ニ
ー
ズ
調
査

を
行
い
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
踏
ま
え
た
路
線
の
設
定
が
重
要

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

気
軽
に
利
用
で
き
る「
交
通
手
段
」

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の
運
賃

は
大
人
２
０
０
円
、
小
学
生
１
０

０
円
の
定
額
で
、
誰
で
も
気
軽
に

利
用
で
き
る
交
通
手
段
の
一
つ
で

す
。
市
で
は
現
在
、
本
荘
地
域
の

「
循
環
バ
ス
」
を
は
じ
め
、
矢
島
・

岩
城
・
大
内
・
西
目
・
鳥
海
地
域

の
13
の
路
線
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

バ
ス
を
運
行
。
中
心
市
街
地
の
活

性
化
、
自
家
用
車
を
運
転
で
き
な

い
方
の
「
生
活
の
足
」
と
し
て
の

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
運
行
地
域
内
の
移
動
は
も
ち
ろ

ん
、
電
車
や
路
線
バ
ス
な
ど
の
公

共
交
通
機
関
と
の
連
携
も
図
り
な

が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
10
月
に
は
、本
荘
地
域「
循

環
バ
ス
」
の
路
線
再
編
を
図
る
ほ

か
、岩
城
地
域
で
も
「
道
川
北
線
」

を
新
設
し
ま
す
。
よ
り
身
近
で
便

利
な
交
通
手
段
と
し
て
の
役
割
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

市
が
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
」

を
運
行
す
る
こ
と
と
は

　
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
は
、

路
線
バ
ス
の
廃
止
に
伴
う
「
路
線

バ
ス
の
補
完
」
と
位
置
付
け
、
市

が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
を
運
行

し
、
そ
れ
を
基
本
に
「
バ
ス
事
業

者
と
の
協
調
」
を
図
っ
て
い
ま
す
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
」

に
は
２
種
類
あ
り
ま
す

①「一般乗合旅客自動車運送事業
　者」に委託して運送を行う乗合
　バス＝本荘地域の循環バス（羽
　後交通）、岩城地域の南沢線、
　道川北線（岩城タクシー㈱）
②市町村自ら「自家用車有償旅客
　運送者」登録を受けて行う市町
　村運営有償運送（①以外の路線）

これからも「なくてはならない生活の足」

地域公共交通を担う
コミュニティーバス
　市では、交通空白地域・不便地域における市民の通学や通院、買い物
などの支援を図るために、市内各地域で「コミュニティーバス」の運行
を行っています。
　身近なコミュニティーバスを取り巻く状況や今後のあり方を考えてみ
ます。

　「コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
」

　市
内
各
地
域
の
運
行
路
線

！

【
本
荘
】
循
環
バ
ス
（
10
月
か
ら

路
線
再
編
。
八
幡
神
社
祭
典
当
日

を
除
く
毎
日
運
行
。一
日
９
便（
双

方
向
。
詳
細
は
本
紙
５
㌻
）

【
矢
島
】
桃
野
線
（
週
６
日
運
行
。

一
日
２
便
）

【
岩
城
】
岩
城
線
（
週
５
日
運
行
。

一
日
14
便
）
／
南
沢
線
（
週
３
日

運
行
。
一
日
５
便
）
／
道
川
北
線

（
10
月
新
設
。
週
２
日
運
行
。
一

日
４
便
。
詳
細
は
本
紙
５
㌻
）

【
大
内
】
高
尾
線
（
毎
日
運
行
。

一
日
８
便
）
／
羽
広
線
（
週
６
日

運
行
。
一
日
８
便
）
／
軽
井
沢
ス

ク
ー
ル
バ
ス
（
週
６
日
運
行
。
一

日
６
便
）

【
西
目
】
西
目
線
（
週
６
日
運
行
。

一
日
10
便
）

【
鳥
海
】
伏
見
笹
子
線
（
毎
日
運

行
。
一
日
12
便
／
中
直
根
線
（
毎

日
運
行
。
一
日
８
便
）
／
猿
倉
線

（
毎
日
運
行
。
一
日
６
便
）
／
皿

川
線
（
毎
日
運
行
。
一
日
６
便
）

※

曜
日
に
よ
り
、
運
行
便
数
が
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
各
地
域

で
発
行
の
時
刻
表
を
ご
確
認
く
だ

さ
い

◇「
市
公
共
交
通
情
報
サ
イ
ト
」

で
も
詳
し
い
情
報
が
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

（http://w
w
w
.yurihonjo.m

atrix.jp/

）

【
本
荘
】
循
環
バ
ス
（
10
月
か
ら

路
線
再
編
。
八
幡
神
社
祭
典
当
日

を
除
く
毎
日
運
行
。一
日
９
便（
双

方
向
。
詳
細
は
本
紙
５
㌻
）

【
矢
島
】
桃
野
線
（
週
６
日
運
行
。

一
日
２
便
）

【
岩
城
】
岩
城
線
（
週
５
日
運
行
。

一
日
14
便
）
／
南
沢
線
（
週
３
日

運
行
。
一
日
５
便
）
／
道
川
北
線

（
10
月
新
設
。
週
２
日
運
行
。
一

日
４
便
。
詳
細
は
本
紙
５
㌻
）

【
大
内
】
高
尾
線
（
毎
日
運
行
。

一
日
８
便
）
／
羽
広
線
（
週
６
日

運
行
。
一
日
８
便
）
／
軽
井
沢
ス

ク
ー
ル
バ
ス
（
週
６
日
運
行
。
一

日
６
便
）

【
西
目
】
西
目
線
（
週
６
日
運
行
。

一
日
10
便
）

【
鳥
海
】
伏
見
笹
子
線
（
毎
日
運

行
。
一
日
12
便
／
中
直
根
線
（
毎

日
運
行
。
一
日
８
便
）
／
猿
倉
線

（
毎
日
運
行
。
一
日
６
便
）
／
皿

川
線
（
毎
日
運
行
。
一
日
６
便
）

※

曜
日
に
よ
り
、
運
行
便
数
が
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
各
地
域

で
発
行
の
時
刻
表
を
ご
確
認
く
だ

さ
い

◇「
市
公
共
交
通
情
報
サ
イ
ト
」

で
も
詳
し
い
情
報
が
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

（http://w
w
w
.yurihonjo.m

atrix.jp/

）

3 Yurihonjo city public Relations. 2015

持
続
可
能
な
公
共
交
通
を
目
指
し
て

　
市
で
は
、行
政
、交
通
事
業
者
、

地
域
事
業
者
・
団
体
、
公
共
交

通
利
用
者
な
ど
で
構
成
す
る
「
市

地
域
公
共
交
通
活
性
化
再
生
協

議
会
」
を
平
成
21
年
３
月
に
設

置
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
同

22
年
度
か
ら
５
カ
年
を
計
画
期

間
と
す
る
「
市
地
域
公
共
交
通

総
合
連
携
計
画
」
を
策
定
。
同

26
年
度
で
計
画
期
間
が
終
了
す

る
こ
と
を
受
け
、
本
年
４
月
、

新
た
に
「
市
地
域
公
共
交
通
網

形
成
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
社
会
の
変
化
な
ど
を

踏
ま
え
、『
公
共
交
通
空
白
地
域

の
解
消
』
と
『
持
続
可
能
な
公

共
交
通
体
系
を
構
築
』
す
る
た

め
の
計
画
で
す
。

　
新
し
い
計
画
で
は
８
つ
の
課

題
を
設
定
。
旧
連
携
計
画
だ
け

で
な
く
、
市
の
ま
ち
づ
り
の
基

本
と
な
る
「
総
合
計
画
」
や
「
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」、「
観

光
振
興
計
画
」
な
ど
の
関
連
計

画
の
基
本
方
針
を
継
承
し
て
い

ま
す
。
そ
の
課
題
の
解
決
に
向

け
、
市
で
は
９
項
目
の
取
り
組

み
を
展
開
。
利
用
者
に
よ
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
や
、
子
ど

も
た
ち
の
イ
ラ
ス
ト
を
バ
ス
に

ラ
ッ
ピ
ン
グ
す
る
な
ど
、
魅
力

の
向
上
を
図
り
、
よ
り
親
し
み

や
す
く
便
利
な
バ
ス
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

市
が
考
え
る
８
つ
の
課
題

①潜在的な交通弱者への対応
②交通空白地域の対応
③地域ニーズに応じた運行形態の検討
④バス・鉄道間の乗り継ぎの利便性向上
⑤バス路線・運行情報の充実
⑥交通結節点等における待合環境の整備
⑦広域連携軸の強化
⑧公共交通機関の魅力向上

課
題
解
決
の
た
め
の
取
り
組
み

①中心市街地と地域拠点間の幹線路線の整備
②広域バスの運行機能強化
③運行ダイヤの見直しによる乗り継ぎ利便性の向上
④地域拠点を核とした、交通空白地域をカバーするフィーダー運行路線（※）
　の導入
⑤住民参加型の公共交通サービスの検討
⑥中心市街地および地域拠点における乗り継ぎ施設、待合所の整備
⑦地域拠点および交通結節点（※）のバリアフリー化
⑧乗り継ぎ支援、運行情報等の情報提供設備の整備
⑨公共交通の魅力向上・利用促進策の実施

※フィーダー（運行路線）…交通網において幹線と接続する支線の役割をもって運行され
　　　　　　　　　　　　　る路線
※交通結節点…複数の交通手段の接続が行われる場所

市地域公共交通網形成計画

本荘地域循環バス南北線。10 月１日から
東西線と統合し、さらに便利になります。
本荘地域循環バス南北線。10 月１日から
東西線と統合し、さらに便利になります。
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地
域
の
特
性
に
応
じ
た

交
通
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

　
高
齢
化
の
進
行
と
冬
季
の
積
雪

が
著
し
い
本
市
の
環
境
を
踏
ま

え
、鉄
道
駅
か
ら
半
径
８
０
０
㍍
、

バ
ス
停
か
ら
半
径
３
０
０
㍍
よ
り

も
遠
い
地
域
を「
交
通
空
白
地
域
」

と
し
て
試
算
す
る
と
、
本
市
の
場

合
、
市
全
体
の
面
積
の
70
％
弱
が

公
共
交
通
機
関
に
カ
バ
ー
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
山
間
部
を
中
心
に
交
通
空
白
地

域
が
存
在
し
て
い
る
傾
向
に
あ

り
、
そ
の
要
因
と
し
て
、①「
市
街

地
が
面
的
に
広
が
っ
て
い
る
」、②

「
居
住
地
が
点
在
し
て
い
る
」
と

い
う
２
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　
公
共
交
通
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の

た
め
に
は
、
地
域
の
特
性
に
合
う

対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

「
ま
ち
づ
く
り
」の
た
め
の

地
域
公
共
交
通
の
整
備

　
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
も
、

地
域
公
共
交
通
は
市
民
の
皆
さ
ん

の
交
通
利
便
性
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
特
に
高
校
生
や
高
齢
の
方

な
ど
の
外
出
の
機
会
を
支
え
る
と

い
っ
た
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
病
院
へ
の
通
院
や
買
い
物
、

日
々
の
生
活
を
維
持
し
、
催
し
や

市
民
サ
ー
ク
ル
な
ど
に
も
参
加
し

や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
、

市
民
が
安
全
に
暮
ら
せ
る
「
ま
ち

づ
く
り
」
の
た
め
に
も
、
地
域
公

共
交
通
の
整
備
は
さ
ま
ざ
ま
な
市

の
施
策
の
前
提
に
な
る
と
言
え
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

路
線
増
加
に
伴
っ
て

利
用
者
数
も
増
加

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の
年
間

輸
送
人
員
は
平
成
22
年
度
で
約
３

万
１
千
人
（
６
路
線
）、
同
26
年

度
で
約
７
万
７
千
人
（
13
路
線
）

と
な
っ
て
お
り
、
路
線
数
の
増
加

に
伴
い
、
利
用
者
数
も
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　
今
後
ま
す
ま
す
人
口
減
少
が
進

ん
で
い
く
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
利

用
者
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
利
用

者
数
の
確
保
に
向
け
て
、
ど
う

や
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
か
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　路
線
を
維
持
し
て
い
く
た
め

　
自
家
用
車
の
普
及
に
よ
り
、
地

方
で
は
公
共
交
通
機
関
の
利
用
が

低
迷
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
市
で
は
、
交
通
空
白
地
域
の
解

消
を
図
る
た
め
に
、
今
、
公
共
交

通
機
関
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
方

だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
高
齢
に

な
っ
て
運
転
が
難
し
く
な
る
方
を

も
見
据
え
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
公

共
交
通
を
提
供
し
続
け
て
い
く
こ

と
を
最
優
先
と
し
て
い
ま
す
。

　
路
線
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

は
、
運
行
日
や
運
行
の
時
間
帯
な

ど
、
実
際
に
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん

と
利
用
目
的
や
実
態
の
把
握
な

ど
、
よ
り
具
体
的
な
意
見
交
換
が

重
要
で
す
。

　
今
後
も
市
・
地
域
・
交
通
事
業

者
な
ど
と
の
連
携
推
進
を
図
り
な

が
ら
、
新
た
な
地
域
公
共
交
通
体

系
の
構
築
を
目
指
し
て
、
研
究
・

検
討
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　減
免
・
無
料
利
用
者
証
の
制
度

　
市
で
は
、高
齢
者
の
交
通
事
故

の
減
少
を
図
る
た
め
、運
転
免
許
証

の
自
主
返
納
者
に
対
す
る「
運
賃
の

半
額
支
援
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
身
体
障
害
者
手
帳
や
精

神
障
害
者
保
健
手
帳
、
療
育
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
、
介
護

保
険
法
に
規
定
す
る
要
介
護
ま
た

は
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る
方

を
対
象
に
「
無
料
利
用
者
証
」
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

※

無
料
利
用
者
証
は
申
請
時
か
ら

そ
の
年
度
末
ま
で
有
効
で
、
毎
年

度
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

◆
運
転
免
許
自
主
返
納

生
活
環
境
課（
☎
24
―
６
２
５
３
）

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
課

◆
無
料
利
用
者
証

地
域
振
興
課（
☎
24
―
６
３
７
８
）

ま
た
は
各
総
合
支
所
振
興
課

　お
得
な
「
共
通
回
数
券
」
も

　
11
枚
綴
り
で
１
回
分
お
得
な

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
共
通
回

数
券
」
を
車
内
で
お
買
い
求
め
い

た
だ
け
ま
す
（
大
人
２
千
円
・
子

ど
も
千
円
）。

　
地
域
の
内
外
に
か
か
わ
ら
ず
、

市
内
全
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ュ
テ
ィ
ー

バ
ス
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

運
転
手
に
お
気
軽
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

考
え
た
い「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
」の
あ
り
方
・
使
い
方

〔人〕

地域・路線別コミュニティーバスの乗車人員
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4,000

2,000

0

H26 H25

本荘 岩城 大内 西目 鳥海 矢島

南
北
線

東
西
線

岩
城
線

南
沢
線

高
尾
線

羽
広
線

軽
井
沢
ス
ク
ー
ル

西
目
線

伏
見
笹
子
線

猿
倉
線

中
直
根
線

皿
川
線

桃
野
線

11,227
12,238

9,996
8,137

13,036
12,418

1,484
1,255

11,997

14,751

5,675
5,901

52
45

2,270
2,483

12,693
12,900

1,563
837

5,271
4,903

1,168
1,132

918
1,026

各地域を走るコミュニティバスは、利用者数や
利用形態によりさまざまな車両で運行をしてい
ます。

5 Yurihonjo city public Relations. 2015

　本
荘
地
域
の
中
心
市
街
地
を
走

る「
循
環
バ
ス
」。現
在
は「
東
西
線
」

と
「
南
北
線
」、
二
つ
の
路
線
を

一
方
向
で
運
行
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
10
月
か
ら
は
そ
の
路
線
を
統

合
し
、
双
方
向
に
よ
る
運
行
を
開

始
し
ま
す
。

　
利
用
者
の
声
や
要
望
な
ど
を
踏

ま
え
、「
本
荘
地
域
循
環
バ
ス
利

用
促
進
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
で
ま
と
め
ら
れ
た
提
案
を
基

に
路
線
を
再
編
し
て
い
ま
す
。

　
双
方
向
運
行
と
な
る
こ
と
で
、

乗
り
継
ぎ
の
解
消
が
図
ら
れ
る
ほ

か
、（
行
き
先
に
よ
り
）
待
ち
時

間
の
解
消
が
図
ら
れ
ま
す
。

　変
更
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

▽
運
行
時
刻
（
ダ
イ
ヤ
）
が
変
わ

り
ま
す
。▽
バ
ス
停
留
所
を
道
路

の
両
側
に
設
置
し
ま
す
（
道
幅
が

せ
ま
い
な
ど
、
一
部
片
側
の
み
の

設
置
箇
所
も
あ
り
ま
す
）。▽
新
規

の
設
置
（
蓼
沼
）
と
名
称
変
更
の

バ
ス
停
が
あ
り
ま
す
。▽
一
部
廃

止
と
な
る
区
間
と
バ
ス
停
留
所
が

あ
り
ま
す
。

　「ご
て
ん
ま
り
号
」
に
加
え
、

　新
た
な
車
両
も
仲
間
入
り

　
沿
線
の
小
学
生
が
描
い
た
イ
ラ

ス
ト
を
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
た
車
両
も

運
行
し
ま
す
。「
ご
て
ん
ま
り
号
」

と
と
も
に
親
し
み
の
あ
る
車
両
が

中
心
市
街
地
を
走
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

循
環
バ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
す

　本
荘
地
域
循
環
バ
ス
を
買
い
物
な

ど
に
週
２
・
３
回
利
用
し
て
い
ま
す
。

　昨
年
、「
本
荘
地
域
循
環
バ
ス
利
用

促
進
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

に
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
の
路
線
再

編
で
は
そ
の
時
の
意
見
が
生
か
さ
れ
、

バ
ス
停
や
本
荘
駅
で
の
乗
り
換
え
の

待
ち
時
間
も
減
っ
て
便
利
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
高
齢
の
方
も
バ
ス
な
ら

気
軽
に
利
用
で
き
、
外
出
の
き
っ
か

け
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

高
齢
者
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す

　市
に
お
願
い
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
バ
ス
を
週
に
２
日
運
行
し
て

も
ら
い
、
高
齢
者
か
ら
と
て
も
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。

　家
の
乗
用
車
の
多
く
は
家
族
の
通

勤
用
で
、
平
日
は
頼
れ
ま
せ
ん
。
バ

ス
は
自
宅
前
で
乗
り
降
り
で
き
、
お

か
げ
で
通
院
や
預
金
の
引
き
出
し
、

買
い
物
な
ど
が
済
ま
せ
ら
れ
る
と
好

評
で
す
。高
齢
者
の
不
安
解
消
に
な
っ

て
い
ま
す
。

昨年、４回にわたり開催された
「利用者促進のためのワークショップ」

【御門町方面】羽後本荘駅を発着点に９時から１時間
おきに９便（最終17時発）を運行
【八幡下方面】羽後本荘駅を発着点に９時10 分か
ら１時間おきに９便（最終17時10 分発）を運行
運行距離　15.５㌔　所要時間　55分
停留所数　40カ所（重複除く）
運行形態　羽後交通㈱に委託

本荘地域
畠山芳子さん
（大鍬町・85歳）

鳥海地域
今野　巧さん
（青平行政協力員・64歳）

本
荘「
循
環
バ
ス
」

路
線
を
再
編

双
方
向
で
運
行

運
行
距
離
　
９
・
３
㌔

所
要
時
間
　
23
分

停
留
所
数
　
10
箇
所

運
行
形
態
　
岩
城
タ
ク
シ
ー
㈱

に
委
託

※

席
数
９
（
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
）
で
の

運
行
の
た
め
、
満
員
時
は
乗
車
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
国
道
７
号
区
間
は
乗
り
降

り
で
き
ま
せ
ん
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

岩
城「
道
川
北
線
」

を
新
設

　火
・
木
曜
に
運
行

〝
10
月
１
日
か
ら
、

　
　ま
す
ま
す
便
利
に
〞

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
本
紙
10
月
１
日
号
と

同
時
配
布
の
「
バ
ス
マ
ッ
プ
・
時
刻
表
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　本
荘
地
域
の
中
心
市
街
地
を
走

る「
循
環
バ
ス
」。現
在
は「
東
西
線
」

環
バ
ス
」

本荘地域「循環バス」運行経路図

古雪町
羽後交通 大町

本荘
第一病院前

八幡下
赤沼町

鶴舞小学校
本荘南中学校

鶴舞球場

鶴舞温泉

鶴舞会館前 羽後
本荘駅

安楽温泉前

千刈

子吉川

大鍬町

一番堰
東梵天南

栄町二丁目

佐藤病院前

消防庁舎前

　「新
谷̶

岩
城
総
合
支
所
間
」

を
雪
川
、勝
手
、あ
き
た
病
院
な

ど
を
経
由
し
て
運
行
し
ま
す
。

○
印
は
バ
ス
停
留
所
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

！

尾崎小学校

一
部
の
停
留
所
の
み
名

称
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

市役所
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市
は
、
大
規
模
災
害
発
生
時
に

避
難
者
の
飲
料
を
確
保
す
る
「
災

害
に
お
け
る
飲
料
の
確
保
に
関
す

る
協
定
」
を
サ
ン
ト
リ
ー
ビ
バ
レ

ッ
ジ
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
と
締
結

し
ま
し
た
。

　
８
月
24
日
、
協
定
締
結
式
が
市

役
所
で
行
わ
れ
、
長
谷
部
市
長
は

「
市
民
の
安
心
・
安
全
に
つ
な
が

り
、
大
変
心
強
い
」
と
感
謝
を
述

べ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
社
の
梅
村

浩
一
秋
田
支
店
長
は
「
協
定
を
取

り
交
わ
し
、
有
事
の
際
に
協
力
で

き
る
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
本
市
が
「
災
害
時
に
お
け
る
飲

料
の
確
保
に
関
す
る
協
定
」
を
締

結
す
る
の
は
、
今
回
で
２
社
目
。

同
社
の
県
内
自
治
体
と
の
同
協
定

締
結
は
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

　
市
戦
没
者
追
悼
式
が
８
月
28
日

に
カ
ダ
ー
レ
で
行
わ
れ
、
遺
族
な

ど
約
４
５
０
人
が
参
列
し
て
先
の

大
戦
で
の
戦
没
者
を
悼
み
、
平
和

へ
の
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
長
谷
部
市
長
が
「
戦

没
者
の
皆
さ
ま
が
命
を
も
っ
て
示

Yurihonjo  City  Topics

こんにちはこんにちは
　市長の長谷部です。８月の私の行動の
一部をお知らせします。この情報は市ホー
ムページでもご覧いただけます。

市長室市長室から

日沿道「象潟仁賀保道路」
開通前現地視察（象潟 IC～金浦 IC）

　
今
年
10
月
18
日
か
ら
の
開
通
が

発
表
さ
れ
た
日
沿
道
「
象
潟
仁
賀

保
道
路
」を
、
８
月
24
日
に
国
土
交

通
省
秋
田
河
川
国
道
事
務
所
の
案

内
で
視
察
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
象
潟
仁
賀
保
道
路
は
平
成
19
年

か
ら
工
事
に
着
手
。平
成
24
年
に

は「
金
浦
Ｉ
Ｃ
〜
仁
賀
保
Ｉ
Ｃ
」間

の
６
・
９
㌖
が
供
用
を
開
始
し
て

お
り
、
10
月
に
残
る「
象
潟
Ｉ
Ｃ
〜

た
め
の「
高
機
能
舗
装
」、

正
面
衝
突
な
ど
の
重
大
事
故
を
防

止
す
る
た
め
の「
剛
性
中
央
分
離
帯
」

な
ど
に
つ
い
て
、
渡
　
所
長
か
ら
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　
山
形
・
秋
田
の
県
境
区
間
も
事
業
化

が
決
定
し
て
お
り
、
早
期
完
成
と
日
沿
道

全
線
開
通
に
向
け
て
、
秋
田
県
や
に
か
ほ

市
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

要
望
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

災
害
時
の
飲
料
確
保
協
定

サ
ン
ト
リ
ー
ビ
バ
レ
ッ
ジ
サ
ー
ビ
ス
と
締
結

戦
後
70
年

　平
和
へ
の
誓
い
新
た
に

市
戦
没
者
追
悼
式

さ
れ
た
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の

尊
さ
を
明
日
を
生
き
る
世
代
に
語
り

継
ぎ
、
平
和
で
心
豊
か
に
生
活
で
き

る
ふ
る
さ
と
由
利
本
荘
を
築
く
た
め

に
、市
民
が
一
丸
と
な
っ
て
、全
力
を

尽
く
し
て
い
き
ま
す
」
と
式
辞
を
述

べ
ま
し
た
。続
い
て
、
市
遺
族
会
の
阿

部
勇
会
長
が
「
平
和
と
豊
か
さ

を
当
た
り
前
と
思
わ
ず
、
悲
惨

な
体
験
を
風
化
さ
せ
な
い
よ
う

後
世
に
伝
え
て
い
き
ま
す
」
と

追
悼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
慰
霊
塔
に
来
賓
や

各
遺
族
会
の
代
表
な
ど
が
献
花

を
行
い
、
平
和
へ
の
願
い
を
込

め
な
が
ら
手
を
合
わ
せ
ま
し
た
。

金
浦
Ｉ
Ｃ
」
間
の
６
・
８
㌖
が
開

通
す
る
こ
と
で
全
線
開
通
と
な
り

ま
す
。こ
れ
に
よ
り
「
観
光
の
活
性

化
」「
救
急
搬
送
の
迅
速
性
・
安
定

性
」な
ど
、
さ
ら
な
る
効
果
が
期
待

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
視
察
で
は
、
鳥
海
山
か
ら
の
湧

水
に
よ
る
法
面
崩
落
に
対
す
る「
グ

ラ
ウ
ン
ド
ア
ン
カ
ー
工
」、
走
行
の

安
全
性
向
上
や
騒
音
を
低
減
す
る
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市
戦
没
者
追
悼
式
が
８
月
28
日

に
カ
ダ
ー
レ
で
行
わ
れ
、
遺
族
な

ど
約
４
５
０
人
が
参
列
し
て
先
の

大
戦
で
の
戦
没
者
を
悼
み
、
平
和

へ
の
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
長
谷
部
市
長
が
「
戦

没
者
の
皆
さ
ま
が
命
を
も
っ
て
示

Event  and  Sports

移
住
へ
向
け
て
の
第
一
歩
を
語
り
合
う

由
利
本
荘
移
住

　ま
る
ご
と

　ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

大
地
震
と
津
波
に
備
え
対
応
を
確
認

市
総
合
防
災
訓
練

さ
れ
た
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の

尊
さ
を
明
日
を
生
き
る
世
代
に
語
り

継
ぎ
、
平
和
で
心
豊
か
に
生
活
で
き

る
ふ
る
さ
と
由
利
本
荘
を
築
く
た
め

に
、市
民
が
一
丸
と
な
っ
て
、全
力
を

尽
く
し
て
い
き
ま
す
」
と
式
辞
を
述

べ
ま
し
た
。続
い
て
、
市
遺
族
会
の
阿

部
勇
会
長
が
「
平
和
と
豊
か
さ

を
当
た
り
前
と
思
わ
ず
、
悲
惨

な
体
験
を
風
化
さ
せ
な
い
よ
う

後
世
に
伝
え
て
い
き
ま
す
」
と

追
悼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
慰
霊
塔
に
来
賓
や

各
遺
族
会
の
代
表
な
ど
が
献
花

を
行
い
、
平
和
へ
の
願
い
を
込

め
な
が
ら
手
を
合
わ
せ
ま
し
た
。

る
話
し
合
い
が
持
た
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
加
藤
史
朗
さ
ん
（
38

歳
・
仙
台
市
）
は
、
「
地
元
で
も

知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
て
よ
か
っ
た
。
移
住
を
考

え
て
い
る
人
が
案
外
多
く
、
様
々

な
意
見
を
聞
け
て
よ
か
っ
た
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
引
き
続
き
東
京
都
で

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
す
る
ほ

か
、
10
月
に
は
移
住
体
験
ツ
ア
ー

の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
夏
の
帰
省
の
時
期
に
合
わ
せ
て
、

「
由
利
本
荘
移
住
ま
る
ご
と
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
」

が
８
月
14
日

に
市
役
所
で

開
か
れ
、
移

住
に
役
立
つ

情
報
提
供
や

先
輩
移
住
者

の
体
験
発

表
、
移
住
体

験
ツ
ア
ー
の

企
画
を
考
え

郷
土
の
礎
を
築
い
た
先
人
を
た
た
え
て

石
川
善
兵
衛
翁
植
林
記
念
祭

　
と
記
念
植
林
が
９
月
１
日
に
新
山

公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
植
林
記
念
祭
は
33
回
目
で
、
直

系
子
孫
の
石
川
宗
介
さ
ん
（
千
葉

市
・
62
歳
）や
市
、
市
議
会
、
石
脇

財
産
区
関
係
者
な
ど
約
40
人
が
参

加
。新
た
に
50
本
の
松
が
植
え
ら

れ
ま
し
た
。

　
石
川
さ
ん
は
「
20
年
前
に
植
え

た
松
が
立
派
に
育
っ
て
い
て
う
れ

し
く
思
う
。松
食
い
虫
の
被
害
な

ど
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
緑

が
豊
か
な
松
林
が
続
く
よ
う
願
っ

て
い
る
」と
話
し
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
に
石
脇
周
辺
の
海
岸
部

に
１
１
５
０
万
本
余
り
の
松
を
植
え
、

今
日
の

石
脇
地

区
の
発

展
に
貢

献
し
た

石
川
善

兵
衛
翁

三
代
。

そ
の
功

績
を
し

の
ぶ
追

善
供
養

”

”

　
防
災
体
制
の
強
化
と

防
災
意
識
の
高
揚
を
図

ろ
う
と
、９
月
５
日
に
市

総
合
防
災
訓
練
が
西
目

地
域
で
開
催
さ
れ
、
消
防
な
ど
関
係
機
関
の
ほ
か
、
地
域
住
民

や
由
利
本
荘
看
護
学
校
の
学
生
な
ど
約
５
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
訓
練
は
秋
田
県
沖
を
震
源
と
し
た
大
地
震
が
発
生
し
、震
度

６
弱
に
よ
り
建
物
の
倒
壊
や
火
災
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
。

西
目
総
合
支
所
周
辺
で
は
、倒
壊
し
た
建
物
か
ら
負
傷
者
を
救

急
搬
送
す
る
訓
練
を
実
施
。ま
た
、
地
域
住
民
に
よ
る
避
難
所

の
運
営
・
炊
き
出
し
の
ほ
か
、
消
防
団
に
よ
る
消
火
、
県
防
災

ヘ
リ
「
な
ま
は
げ
」
に
よ
る
負
傷
者
の
吊
り
上
げ
搬
送
な
ど
の

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
西
目
地
域
海

士
剥
地
区
に
あ
る
津
波

避
難
タ
ワ
ー
で
は
、
津

波
の
発
生
を
想
定
し
、

周
辺
の
住
民
約
60
人
が

参
加
し
て
の
避
難
訓
練

を
実
施
。住
民
た
ち
は

高
齢
者
や
足
腰
の
弱
い

方
の
補
助
を
し
な
が

ら
、
タ
ワ
ー
に
避
難
し

ま
し
た
。

　
訓
練
を
終
え
て
長
谷

部
市
長
は
「
参
加
者
が

真
剣
に
訓
練
す
る
姿
を
心
強
く
感
じ
ま
し
た
。今
日
の
訓
練

を
契
機
に
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
自
助
・
共
助
の
精
神
で
迅

速
か
つ
的
確
な
行
動
を
行
う
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」と
訓
示

し
ま
し
た
。

大
地
震
と
津
波
に
備
え
対
応
を
確
認

　
防
災
体
制
の
強
化
と

防
災
意
識
の
高
揚
を
図

ろ
う
と
、９
月
５
日
に
市

総
合
防
災
訓
練
が
西
目

地
域
で
開
催
さ
れ
、
消
防
な
ど
関
係
機
関
の
ほ
か
、
地
域
住
民

や
由
利
本
荘
看
護
学
校
の
学
生
な
ど
約
５
０
０
人
が
参
加
し



下
水
道
に
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り
替
え
て

快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く
り
ま
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下
水
道
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り
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て
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な
生
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環
境
を
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く
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う
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下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
区
域
の
皆
様
へ

下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
区
域
の
皆
様
へ

詰
ま
り
や
破
損
の
原
因
に

な
り
や
す
い
も
の

１

　台
所
の
油
や
ゴ
ミ

　
排
水
管
や
下
水
道
管
が
詰
ま
り

悪
臭
や
排
水
不
良
の
原
因
と
な
り

ま
す
。
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
（
生
ご
み

粉
砕
機
）
も
詰
ま
り
の
原
因
に
な

り
ま
す
。

　
油
類
は
流
す
と
排
水
管
に
付
着

し
、
次
第
に
固
ま
っ
て
詰
ま
る
原

因
に
な
り
ま
す
。
家
庭
系
「
廃
食

用
油
」
は
、
市
役
所
や
各
総
合
支

所
へ
の
持
ち
込
み
に
よ
る
回
収
も

行
っ
て
い
ま
す
。

２

　熱
湯

　
排
水
管
の
材
質
は
熱
に
弱
い
ビ

ニ
ー
ル
管
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
熱

湯
を
そ
の
ま
ま
流
す
と
変
形
や
破

損
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
水
を

流
し
な
が
ら
流
す
か
、
冷
ま
し
て

か
ら
流
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

３

　オ
ム
ツ
や
タ
オ
ル
な
ど

　
ト
イ
レ
を
詰
ま
ら
せ
る
の
は
も

ち
ろ
ん
、
排
水
管
な
ど
を
詰
ま
ら

せ
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

４

　ア
ル
コ
ー
ル
や
ガ
ソ
リ
ン
　

　
ガ
ソ
リ
ン
や
シ
ン
ナ
ー
、
ア
ル

コ
ー
ル
な
ど
揮
発
性
の
高
い
危
険

物
を
流
す
と
、
排
水
管
の
中
で
爆

発
し
大
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
危
険
で
す
の
で
流
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　間違った使い方によって、下水道管の詰まり
などの障害が発生した場合、復旧にかかる費用
を原因者に負担していただくことがあります。

水洗化の利点
・悪臭がなくなります。
・ハエや蚊など、害虫の減少。
・お年寄りや幼児でも安心し
　て使用できます。
・くみ取りが不要になります。
・浄化槽が不要になります。

！

い
な
い
方
は
、
で
き
る
だ
け
早
く

排
水
設
備
工
事
を
行
い
、
地
域
の

生
活
環
境
を
よ
り
良
く
す
る
た
め

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

下
水
道
へ
の
接
続
は
３
年
以
内
に

　「
下
水
道
」
が
使
え
る
よ
う
に

な
っ
た
地
域
で
は
、
建
物
の
所
有

者
は
排
水
設
備
を
設
置
し
下
水
道

に
接
続
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
く
み
取
り
便
所
は

３
年
以
内
に
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造

し
、
風
呂
、
台
所
、
浄
化
槽
な
ど

の
汚
水
や
雑
排
水
を
下
水
道
に
流

れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

排
水
設
備
工
事
は
指
定
工
事
店
へ

　
ト
イ
レ
の
水
洗
化
改
造
や
排
水

設
備
工
事
は
、
皆
さ
ん
の
負
担
で

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
工
事
は

一
定
の
技
術
水
準
に
そ
っ
て
正
し

く
行
わ
れ
な
い
と
故
障
の
原
因
に

な
る
な
ど
、
下
水
道
の
機
能
に
悪

い
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
下
水
道
へ
接
続
す

る
排
水
設
備
工
事
は
、
市
が
指
定

し
た
「
指
定
工
事
店
」
が
行
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
指
定
工
事

店
以
外
が
工
事
を
行
う
と
無
資
格

工
事
と
な
っ
て
、
基
準
不
適
格
に

よ
る
や
り
直
し
や
罰
則
が
科
せ
ら

れ
ま
す
。
指
定
工
事
店
一
覧
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

◎
排
水
設
備
工
事
は
要
件
を
満
た

し
て
い
れ
ば
、「
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
資
金
助
成
事
業
」
補
助
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
詳
細
は
、
建
築
住

宅
課
（
☎
24―

６
３
３
４
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問い合わせ先
上下水道課
☎ 2 4 － 6 3 4 4

下水道を正しく使いましょう
下水道はみんなのものです。正しく使用して、快適な生活を送りましょう。

詰まったり壊れたりしないよう

　
水
路
や
河
川
の
汚
れ
の
主
な
原

因
の
一
つ
は
、
家
庭
か
ら
の
生
活

排
水
で
す
。

　
本
市
の
平
成
27
年
３
月
末
現
在

の
下
水
道
普
及
率
（
下
水
道
が
整

備
さ
れ
た
割
合
）
は
74 

・
１
％

で
す
。
そ
の
う
ち
水
洗
化
率
（
各

家
庭
が
下
水
道
に
接
続
し
た
割

合
）
は
79
・
３
％
で
、
約
20 

％

が
水
洗
化
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
て

も
、
く
み
取
り
便
所
や
単
独
浄
化

槽
の
ま
ま
だ
と
、
台
所
や
風
呂
な

ど
の
生
活
雑
排
水
は
そ
の
ま
ま
と

な
り
生
活
環
境
の
改
善
に
な
り
ま

せ
ん
。
ま
だ
下
水
道
に
接
続
し
て
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平
成
28
年
度
に
実
施
予
定
の
、

町
内
会
な
ど
で
所
有
す
る
集
会
施

設
の
改
築
や
修
繕
に
は
、
市
の
補

助
金
制
度
が
活
用
で
き
ま
す
。

補
助
率
・
限
度
額

【
新
築
・
改
築
】

２
／
10
以
内
・
２
０
０
万
円

【
改
修
・
修
繕
】

２
／
10
以
内
・
１
０
０
万
円

集
会
施
設
の
改
修
に
は
補
助
金
の
活
用
を

【
取
得
】

２
／
10
以
内
・
１
０
０
万
円

【
下
水
道
接
続
】

１
／
２
以
内
・
50
万
円
（
供
用
開

始
か
ら
３
年
以
内
）           

必
要
書
類
の
提
出
締
切

10
月
16
日
（
金
）

　
要
望
書
に
見
積
書
な
ど
の
必
要

書
類
を
添
え
て
、
地
域
振
興
課
、

ま
た
は
各
総
合
支
所
振
興
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
改
修
・
修
繕
事
業
は
、

事
業
費
50
万
円
以
上
が
対
象
と
な

る
な
ど
、
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま

す
。
計
画
す
る
町
内
会
な
ど
は
お

早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
地
域
振
興
課

☎
24―

６
２
３
１

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成
事
業
を
募
集
し
ま
す

　
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備
し
た

『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成
事
業
』
の
平
成
28
年
度
の
募
集
に

あ
た
り
、
活
用
を
検
討
さ
れ
る
自
治
会
・
町
内
会
な
ど
は
、

事
前
に
ご
相
談
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

助
成
対
象
団
体
な
ど

　
自
治
会
・
町
内
会
な
ど
の
地
域

的
な
共
同
活
動
を
行
っ
て
い
る
団

体
、
ま
た
は
そ
の
連
合
体
が
助
成

対
象
と
な
り
ま
す
。

　
特
定
目
的
の
た
め
に
組
織
さ
れ

た
団
体
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
そ
の
他
そ
の

活
動
が
地
域
に
密
着
し
て
い
る
と

は
言
い
が
た
い
団
体
な
ど
は
、
除

か
れ
ま
す
。

審
査
・
決
定
に
つ
い
て

　
申
請
し
た
事
業
は
、
県
、
自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
の
審
査
を
経
て
、

助
成
が
決
定
さ
れ
ま
す
。た
だ
し
、

必
ず
採
択
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い

点
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
先
　

10
月
19
日
（
月
）
ま
で
、
地
域
振

興
課
、
ま
た
は
各
総
合
支
所
振
興

課
に
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
地
域
振
興
課

☎
24―

６
２
３
１

助成の内容（助成金額は10万円単位です）

一般コミュニティー
助成事業

助成事業名 事　業　概　要 助成金額
住民が自主的に行うコミュニティー活動に直接必
要な施設など※ただし、建築物・消耗品は対象外

100万円～
　　250万円

コミュニティー
センター助成事業

コミュニティー活動を積極的に推進する集会施設
の新築工事費・大規模修繕費※土地の取得、既存
施設購入、既存施設の撤去・処理、外構に要する
経費は対象外

対象となる総
事業費の3/5
以 内  ( 上 限
1,500万円)

30万円～
　　100万円

青少年の健全育成に資するため、主として親子で参
加するソフト事業（スポーツ・レクリエーション・文
化・学習・コミュニティー活動などに関する事業）

青少年健全育成
助成事業

農業用機械や施設などの導入を予定する方へ
国・県事業の平成28年度要望を受け付けます
【県の事業】
１．農業夢プラン応援事業
　農業経営の複合化、規模拡大に向けた
機械・施設などの導入支援を行います。
対象者　認定農業者、集落営農組織、農
作業受託組織など
補助率　県３分の１、市12分の１～２
（予定）
２．農業経営発展加速化支援事業
　意欲ある経営体の６次化、法人化など
による経営発展を支援するため、機械・
施設導入や販路拡大などの活動費を支
援します。

対象者　集落型農業法人、認定農業者など
補助率　県２～３分の１、市12分の１
（予定）
【国の事業】
融資主体補助型経営体育成支援事業
　「適切な人・農地プラン」に位置付けら
れた中心経営体が融資を受けて、農業用
機械や施設導入を行う場合の経費を助
成します。
対象者　「人・農地プラン」の中心経営体
補助率　国10分の３以内、または融資金
額のいずれか低い額

申し込み・問い合わせ先
　10月 16日（金）まで、農業振興課
☎24̶6353、または各総合支所産業課
（資材などをＪＡから購入した場合は
秋田しんせい各営農センター）
※要望の採択には平成28年度予算成立
など一定の要件があります。

※いずれの事業も、市が認めるコミュニティー組織が実施する事業が対象となります。
※助成対象の事例等、詳しくは（財）自治総合センターのホームページで確認できます。



　
冬
期
間
の
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま

す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
発
行
す
る
紹

介
状
と
市
専
用
の
履
歴
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。詳
細
は
、ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
備
え
付
け
の
募
集
要
項
で
ご
確

認
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
】

地
域
・
人
数
　
本
荘
１
人
、
矢
島
６

　
人
、
東
由
利
１
人
、
由
利
４
人

募
集
期
間
　
10
月
１
日
（木）
〜
15
日
（木） 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
管
理
課
　
☎
24―

６
３
２
９
、

　
矢
島
総
合
支
所
建
設
課
　
☎
55―

　
４
９
５
５
、
東
由
利
総
合
支
所
建

　
設
課
　
☎
69―

２
１
１
５
、
由
利

　
総
合
支
所
建
設
課
　
☎
53―

２
１

　
１
５

　
市
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま

す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
住
宅

本
荘
地
域
　
　
　
１
戸
（
伊
勢
堂
）

岩
城
地
域
　
　
　
１
戸
（
城
下
）

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

大
内
地
域
　
　
　
１
戸（
新
大
宮
田
）

公
営
住
宅

本
荘
地
域
　
　
　
１
戸
（
松
涛
）

由
利
地
域
　
　
　
１
戸
（
滝
沢
舘
）

矢
島
地
域
　
　
　
２
戸
（
下
山
寺
）

　
　
　
　
　
　
　
２
戸
（
栩
木
田
）

　
　
　
　
　
　
　
１
戸
（
栄
町
）

鳥
海
地
域
　
　
　
１
戸
（
下
野
）

公
共
住
宅

矢
島
地
域
　
　
　
１
戸
（
下
山
寺
）

東
由
利
地
域
　
　
１
戸
（
吉
野
）

鳥
海
地
域
　
　
　
１
戸
（
笹
子
）　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
入
居
の
条
件
な
ど
詳
し
く
は
、
９

　
月
28
日
（月）
ま
で
、
建
築
住
宅
課
　

　
☎
24―

６
３
３
４
、
ま
た
は
各
総

　
合
支
所
建
設
課

　
10
月
25
日
の
「
ま
る
ご
と
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」開
催
を
前
に
、

当
日
参
加
さ
れ
る
ゲ
ス
ト
を
交
え
た

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
き
ま
す
。

日
時
　
10
月
24
日
（土）
　
17
時
〜

会
場
　
ホ
テ
ル
ア
イ
リ
ス

ゲ
ス
ト
　
工
藤
幹
夫
氏
（
プ
ロ
野
球

　
元
日
本
ハ
ム
投
手
）、長
崎
宏
子
氏

　（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
五
輪
競
泳
平
泳

　
ぎ
代
表
）、山
内
美
加
氏（
バ
ル
セ

　
ロ
ナ
五
輪
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
代
表
）

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
　
ケ
ー
ス
ケ
＆
マ
サ

定
員
　
２
５
０
人

会
費
　
６
千
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
９
月
30
日
（水）
ま
で
、
ス
ポ
ー
ツ
課

　
☎
32―

１
３
３
４

※

「
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に

　
つ
い
て
詳
し
く
は
今
号
と
同
時
配

　
布
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

10平成 27年 9月 15日号　広報ゆりほんじょう

市
の
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集
中
！

情報ガイド情報ガイド
市からのお知らせやイベントなど、
身近な情報をお届けします。
市ホームページにも掲載して
いますので、ぜひご覧ください。
◎由利本荘市ホームページ
http://www.city.yurihonjo.akita.jp
◆スマートフォンなどで
は、ＱＲコードからアク
セスしてください→

暮 ら し の お 知 ら せ

「
由
利
本
荘
市
ま
る
ご
と

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
参
加
者
募
集

　平成28年２月14日（日）に開催
する「ゆりほんじょう人形劇フェス
ティバル」の企画・運営に参加し
ていただける方を募集します。お
気軽にお問い合わせください。
募集期間　９月30日（水）まで
問い合わせ先
　文化課　☎３２―１３３７

人形劇フェスティバル
運営委員を募集

　２人のオリジナル曲、童謡、ジャズ、シネマナ
ンバーなどを心ゆくまでお楽しみください。
入場料（全席指定・消費税込）
　Ｓ席　前売り券　3,500 円（当日券 4,000 円）
　Ａ席　前売り券　3,000 円（当日券 3,500 円）
チケット発売日　９月27日（日）
プレイガイド
　【由利本荘市】ゆりぷらざ（カダーレ内）
　☎２８―４３１３
　【秋田市】秋田県民会館
　ローソンチケット（Ｌコード：２４６５５）
問い合わせ先
　カダーレ管理課　☎２２―２５００

【ピアノ】宮川　彬良…作曲家・舞台音楽家。数多
　くのミュージカルなどを手掛ける一方、コンサー
　トの演奏でも活躍。松平健さんの「マツケンサ
　ンバⅡ」の作曲でも知られています。

【サックス】平原　まこと…８種類以上の楽器を吹
　きこなし、ジャンルを問わず演奏できる名プレ
　イヤー。コンサート、スタジオなど多方面で活躍。

永遠に勝ち負けのない心音バトルが、カダーレで ̶

平
原
ま
こ
と

＆

宮
川
　
彬
良

サ
ッ
ク
ス

ピ
ア
ノ

アキラさんとまこと君
11月22日（日）　開演  14時（開場  13時半）

文化交流館「カダーレ」大ホール

アキラさんとまこと君
22日（日）　開演  14時（開場  13
ふたりのオーケストラ

　「
南
由
利
原
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
」

で
行
う
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
す

る
バ
ン
ド
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
　
10
月
４
日
（日）
　
11
時
〜
（
集

　
合
10
時
）

会
場
　
南
由
利
原
青
少
年
旅
行
村
　

　
野
外
ス
テ
ー
ジ

バ
ン
ド
数
　
７
バ
ン
ド
程
度
（
応
募

　
者
多
数
の
場
合
は
、
演
奏
の
ジ
ャ

　
ン
ル
を
考
慮
の
う
え
決
定
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
９
月
28
日
（月）
ま
で
、
鶴
舞
会
館
３

　
階（
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所
内
）

　
三
浦
さ
ん
　
☎
23―

５
５
１
９
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平
成
28
年
４
月
か
ら
２
年
間
、
実

技
や
講
義
、
現
場
で
の
研
修
な
ど
を

実
施
。
農
業
経
営
に
必
要
な
知
識
や

技
術
を
習
得
で
き
ま
す
。

研
修
先
（
研
修
コ
ー
ス
）

　
農
業
試
験
場
（
作
物
、
野
菜
、
花

　
き
）、
畜
産
試
験
場
（
酪
農
、
肉

　
用
牛
）、
果
樹
試
験
場
（
リ
ン
ゴ
、

　
ナ
シ
、
ブ
ド
ウ
）、
花
き
種
苗
セ

　
ン
タ
ー
（
花
き
）

応
募
資
格
　
次
の
要
件
を
満
た
し
、

　
市
長
の
確
認
を
得
ら
れ
る
方

①
新
た
に
農
業
を
始
め
る
、
現
に
農

　
業
を
営
ん
で
お
り
、
農
業
で
自
立

　
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
高
く
、
研

　
修
後
に
確
実
に
県
内
で
就
農
で
き

　
る
方

②
応
募
時
点
で
年
齢
が
45
歳
未
満

申
し
込
み
先
　
10
月
16
日
（金）
ま
で
農

　
業
振
興
課
、
ま
た
は
各
総
合
支
所

　
産
業
課
（
市
の
面
談
な
ど
あ
り
。

　
お
申
し
込
み
は
お
早
め
に
）

※

試
験
場
で
は
書
類
審
査
、小
論
文
、

　
面
接
試
験
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

　
研
修
期
間
中
は
研
修
奨
励
金
の
交

　
付
や
青
年
就
農
給
付
金（
準
備
型
）

　
の
給
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
農
業
振
興
課
　
☎

　
24―

６
２
３
４
、
ま
た
は
各
総
合

　
支
所
産
業
課
、
県
由
利
地
域
振
興

　
局
農
業
振
興
普
及
課
　
☎
22―

７

　
５
５
１
、Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ
い
窓

　
口

南
由
利
原
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り

野
外
コ
ン
サ
ー
ト
出
演
バ
ン
ド
募
集

「
未
来
農
業
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
育
成
研
修
生
」

募
集
し
て
い
ま
す
！

インターネット回答は９月20日㈰まで！
※詳しくは本紙９月１日号　Ｐ14・15をご覧ください

■大人の登校日
　～今日だけ小学生～
◇日時…９月29日（火）　９時半
～16時半　◇集合場所…カダー
レ西口（郵便局側）　◇内容…旧
鮎川小学校で授業体験「九九の表
から新発見」、給食体験、社会科見
学　◇参加料…千円（給食費・体
験料・保険料込み）　◇定員…20
人程度（先着順）　◇持ち物…筆
記用具、箸　　　　　…９月25
日（金）まで、生涯学習課　☎３２
―１３３２

■第５回ストリート音楽祭
◇日時…９月23日（水）　17時～
18時　◇会場…大町角イベント
広場（雨天時はコミュニティ体育
館）　◇内容…本荘高校吹奏楽部
演奏（17時～18時）、ＪＮＮバン
ド演奏（18時～19時）　　　…ス
トリート音楽祭実行委員会　小
川さん　☎２２―０７１７

■全日本写真連盟ゆり支部
　秋季写真展
◇日時…９月25日（金）～27日
（日）　９時～18時（25日13時か
ら、27日17時半まで）　◇会場…
カダーレ　ギャラリー　　　…
全日本写真連盟ゆり支部　三浦
さん　☎０９０―４５５４―０
８３９

■本荘中央児童館「ミニ運動会」
◇日時…10月２日（金）　10時～
11時半　◇会場…本荘中央児童
館　◇内容…煎餅食べ競走、ママ
と運ぼうレース、おんぶリレーな
ど　◇対象…未就園児の親子　
◇持ち物…飲み物　◇定員…20
組（先着順）　◇参加料…無料　
　　　　  …本荘中央児童館　☎
２２―３４８９

■第62回子吉川はぜ釣り大会
◇日時…９月27 日（日）　７時～
11時（小雨決行、悪天候などの場
合は中止）　◇釣り場…子吉川由
利橋～河口　◇参加料…陸釣り
300円、船釣り500円（先着50人）
　　　…９月24日（木）まで、市
内各釣具店、市観光協会本荘支部
事務局（観光文化振興課内）、アク
アパル（陸釣りは当日も可）　　
　   …大会事務局　三浦さん　
☎０９０―８７８６―５０４５、
市観光協会本荘支部（観光文化振
興課内） 　☎２４―６３４６

■道の駅にしめ写真展
　「佐藤俊正・秋田の滝500」
◇期間…９月30日（水）まで（９
時～17時、30日は16時まで）　　
◇会場…道の駅にしめ　ギャラ
リー　　　…道の駅にしめ　☎
３３―４２６０

申込

問
問

問

問

市
職
員  

人
事
異
動

□
市
長
部
局

▼
総
務
部

【
総
務
課
】

▽
主
任
（
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

へ
派
遣
）（
ス
ポ
ー
ツ
交
流
連
携

担
当
）〈
総
務
課
主
任
（
地
域
活

性
化
セ
ン
タ
ー
へ
派
遣
）〉
　神
坂

文
康

▼
企
画
調
整
部

【
総
合
政
策
課
】

▽
ス
ポ
ー
ツ
交
流
連
携
班
長
〈
市

民
生
活
部
生
活
環
境
課
生
活
環
境

班
長
〉
　山
住
賢
一

▼
市
民
生
活
部

【
生
活
環
境
課
】

▽
課
長
補
佐
兼
生
活
環
境
班
長

〈
課
長
補
佐
〉
　遠
藤
裕
文
▽
生
活

環
境
課
主
査
〈
健
康
福
祉
部
福
祉

支
援
課
主
査
〉
　小
松
雄
一
▽
市

民
課
主
事
〈
矢
島
総
合
支
所
振
興

課
主
事
〉
　猪
股
理
沙

▼
健
康
福
祉
部

【
福
祉
支
援
課
】

▽
主
査
〈
市
民
生
活
部
市
民
課
主

査
〉
　佐
々
木
洋
子

▼
建
設
部

【
建
築
住
宅
課
】

▽
営
繕
班
長
（
由
利
本
荘
総
合
防

災
公
園
担
当
）〈
建
築
住
宅
課
営

繕
班
長
〉
　佐
藤
優

・夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗車中の交通事故防止（特に、反射材用
　品などの着用の推進や自転車前照灯の点灯を徹底）
･全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
・飲酒運転の根絶
・横断歩行者の交通事故防止（特に、横断歩道における歩行者優先の徹底）
※また、９月30日(水)は「交通事故死ゼロを目指す日」です。ゆずりあい、相手
　を思いやり、交通ルールと交通マナーを確実に守って「交通事故死ゼロ」
　そして「交通事故ゼロ」を目指しましょう。

　市が納付を確認できるまでに、金融機関などに納付されて
から１週間程度かかります。
　納税証明などでお急ぎの場合は、領収証書や引き落とし額が
記帳された通帳をご持参の上、税務課窓口に申請してください。
問い合わせ先　税務課　☎２４―６３０３（納税証明など）
　　　　　　　収納課　☎２４―６２０６（口座振替など）
　　　　　　　または各総合支所振興課

９月21日（月）～30日（水）は「秋の全国交通安全運動」
次の点をいま一度ご確認を！！

９月30日（水）　国保税（第３期）

９月国保税納期のお知らせ
―納期内に納めましょう―

納付は便利で
確実な口座振替で

申込 問

申込 問



【
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生
】

試
験
日
　
10
月
31
日
（土）
・
11
月
１
日

　
（日）
　

試
験
場
所
　
自
衛
隊
秋
田
地
方
協
力

　
本
部
（
秋
田
市
）

【
防
衛
大
学
校
】

試
験
日
　
11
月
７
日
（土）
・
８
日
（日）
　

試
験
場
所
　
秋
田
駐
屯
地（
秋
田
市
）

【
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生
】

試
験
日
　
10
月
17
日
（土）
　

試
験
場
所
　
秋
田
駐
屯
地（
秋
田
市
）

◀
共
通

応
募
資
格
　
平
成
28
年
４
月
１
日
現

　
在
、
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
者

  （
高
卒
見
込
み
含
む
）

受
付
期
間
　
９
月
30
日
（水）
ま
で
（
締

　
切
日
必
着
）

問
い
合
わ
せ
先
　
自
衛
隊
由
利
本
荘

　
地
域
事
務
所
　
☎
22―

３
４
７
９

日
時
　
９
月
26
日
（土）
　
13
時
半
〜
15

　
時
半

会
場
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
由
利
本
荘
に
か

　
ほ
市
民
が
健
康
を
守
る
会
事
務
所

　（
石
脇
字
石
脇
２
）

対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　（
認
知
症
の
方
本
人
の
参
加
可
）

内
容
　
認
知
症
の
方
本
人
や
そ
の
家

　
族
が
集
ま
り
、
自
由
に
話
を
し
な

　
が
ら
仲
間
づ
く
り
を
し
ま
す
。

参
加
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ
先
　
認
知
症
の
人
と
家

　
族
の
会
　
☎
23―
４
４
８
８

日
時
　
10
月
６
日
（火）
　
10
時
〜
15
時

会
場
　
矢
島
福
祉
会
館

主
な
相
談
内
容
　
人
権
相
談
、
困
り

　
ご
と
、
子
ど
も
の
人
権

問
い
合
わ
せ
先
　
法
務
局
本
荘
支
局

　
☎
22―

１
２
０
０

日
時
　
10
月
１
日
（木）
　
10
時
〜
16
時

主
な
相
談
内
容
　
行
政
書
士
関
連
業

　
務
全
般
（
遺
言
相
続
に
関
す
る
手

　
続
き
、
法
人
設
立
、
農
地
転
用
、

　
各
種
許
認
可
申
請
な
ど
）、
行
政

　
手
続
法
に
関
す
る
相
談

相
談
窓
口
　
秋
田
県
行
政
書
士
会
事

　
務
局
　
☎
０
１
８―

８
６
４―

３

　
０
９
８

　
田
園
空
間
整
備
事
業
で
整
備
さ
れ

た
八
塩
遊
歩
道
（
矢
島
〜
東
由
利
地

域
）
の
紅
葉
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
10
月
20
日
（火）
　
７
時
〜
（
小

　
雨
決
行
）

集
合
場
所
　
矢
島
地
域
　
日
新
館

コ
ー
ス
　
矢
島
登
山
口（
神
代
山
）か

　
ら
出
発
し
鳥
居
の
沢
登
山
口（
東

　
由
利
）に
下
山

持
ち
物
　
昼
食
、
飲
み
物
、
雨
具
な

　
ど

定
員
　
30
人

参
加
料
　
３
０
０
円（
傷
害
保
険
料
、

　
登
頂
記
念
写
真
代
を
含
む
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
10
月
13
日
（火）
ま
で
、
矢
島
総
合
支

　
所
産
業
課
　
☎
55―

４
９
５
６
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防
衛
医
科
大
学
校
・
防
衛
大
学
校
・

看
護
学
生
採
用
試
験
を
行
い
ま
す

秋
田
県
行
政
書
士
会

行
政
書
士
電
話
無
料
相
談

認
知
症
の
人
と
家
族
の
つ
ど
い

「
特
設
人
権
相
談
所
」開
設

紅
葉
の
八
塩
山
に
登
ろ
う

国語　光村図書出版
書写　光村図書出版
社会（地理）教育出版
社会（歴史）教育出版
社会（公民）東京書籍
社会（地図）帝国書院
数学　東京書籍
理科　東京書籍
音楽（一般）　教育芸術社
音楽（器楽）　教育芸術社
美術　開隆堂出版
保健体育　東京書籍
技術　開隆堂出版
家庭　開隆堂出版
英語　開隆堂出版
問い合わせ先
　学校教育課
　☎３２―１３１０

数  学

国  語

平成28年度から
使用する中学校の
 「教科書」が決まりました

○「情報ガイド」の記事は、主催団体などを所管する市役所担当課の承認を得たものとしています。掲載希望の際は担当各課へご相談ください。

一
般
書

一
般
書

鈴
木
大
介
の
振
り
飛
車
の
ス
ス
メ

脳
が
若
返
る
！
健
康
手
芸

君
の
膵
臓
を
食
べ
た
い

焼
き
ヨ
ー
グ
ル
ト
レ
シ
ピ

東
北「
い
い
川
」ア
ユ
釣
り
場

「
不
調
」ス
ッ
キ
リ
解
消
法

老
後
破
産

錦
織
圭
さ
ら
な
る
高
み
へ

日
活
昭
和
青
春
記

「
カ
ミ
ュ
」に
学
ぶ
本
当
の
正
義

片
腕
１
本
で
で
き
る
！
腰
に
負
担
の
か
か
ら
な
い
介
護
技
術

東
北
の
古
代
史
　
北
の
原
始
時
代

は
じ
ま
り
は
図
書
館
か
ら

人
類
が
火
星
に
移
住
す
る
日

ネ
ッ
ト
で
見
か
け
た
信
じ
ら
れ
な
い
日
本
語

鈴
木
　
大
介

健
康
手
芸
研
究
会

住
野
　
よ
る

井
澤
　
由
美
子

つ
り
人
社
書
籍
編
集
部

「
き
ょ
う
の
健
康
」番
組
制
作
班

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
取
材
班

塚
越
　
亘

松
本
　
平

石
光
　
勝

根
津
　
良
幸

阿
子
島
　
香

草
谷
　
桂
子

矢
沢
サ
イ
エ
ン
ス
オ
フ
ィ
ス

三
條
　
雅
人

オ
ス
ス
メ
新
着
本

オ
ス
ス
メ
新
着
本

〈一般書〉

百
歳
ま
で
の
読
書
術

津
野
　
海
太
郎
　
著

本
の
雑
誌
社
／
１
８
３
６
円

読
書
ス
タ
イ
ル
や
自
宅
の
蔵
書
数
は
老
い

と
と
も
に
変
化
す
る
。

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
高
齢
者
の
読
書
に
つ

い
て
綴
っ
た
エ
ッ
セ
イ
集
。

〈Ｕ-２０（１０代向けの本）〉

中
学
時
代
に
ガ
ン
バ
れ
る
40
の
言
葉

中
谷
　
彰
宏
　
著

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
／
１
１
８
８
円

目
の
前
に
立
ち
は
だ
か
る
壁
は
、
夢
や
目

標
を
掲
げ
る
場
所
に
な
る
！

自
宅
の
壁
に
貼
る
こ
と
で
気
持
ち
を
高
め

る
言
葉
を
紹
介
す
る
。

〈児童書〉

Ｏ
ｎ
ｅキ

ャ
サ
リ
ン
・
オ
ー
ト
シ
　
著

講
談
社
／
１
７
２
８
円

い
じ
め
の
加
害
者
と
被
害
者
、傍
観
者
を

レ
ッ
ド
、ブ
ル
ー
、イ
エ
ロ
ー
な
ど
の
色
で

表
現
。

立
ち
向
か
う
勇
気
を
教
え
て
く
れ
る
絵
本
。

Ｕ―

20
（
10
代
向
け
の
本
）

Ｕ―

20
（
10
代
向
け
の
本
）

越
天
の
空
　
上
・
下

中
間
・
期
末
テ
ス
ト
に
強
く
な
る
勉
強
法

１
日
15
分
学
習
！
本
当
に
身
に
つ
く
国
語
の
基
礎
力

放
課
後
の
厨
房
男
子

14
歳
か
ら
の
戦
争
の
リ
ア
ル

地
雷
魚

坂
本
　
七
郎

野
田
　
眞
吾

秋
川
　
滝
美

雨
宮
　
処
凜

日
時
　
９
月
30
日
（水）
　

【
矢
島
】
ミ
ニ
テ
ニ
ス
　
13
時
半
〜

　
14
時
半
　
矢
島
体
育
セ
ン
タ
ー

【
岩
城
】
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
交
流
会
　

　
９
時
〜
正
午
　
岩
城
パ
ー
ク
ゴ
ル

　
フ
場
、
卓
球
交
流
会
　
９
時
45
分

　
〜
11
時
　
岩
城
総
合
体
育
館

【
由
利
】
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ

　
ー
ツ
体
験
会
　
９
時
半
〜
11
時
半

　
由
利
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館

【
大
内
】
８
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
　

　
13
時
〜
15
時
　
岩
谷
体
育
館

【
東
由
利
】
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
　
10
時

　
〜
正
午
　
げ
ん
き
館

【
西
目
】
軽
ス
ポ
ー
ツ
　
13
時
半
〜
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15
時
　
西
目
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館

【
鳥
海
】　
８
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
教
室
　
19
時
〜
20
時
半
　
鳥
海
ト

　
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先
　
ス
ポ
ー
ツ
課
　
☎

　
32―

１
３
３
４

【
修
験
体
験
コ
ー
ス
「
森
子
」】

　
鳥
海
山
滝
沢
口
登
拝
道
の
道
者
道

を
巡
り
、
３
０
０
段
余
り
の
石
段
や

林
道
を
歩
き
ま
す
。
軽
登
山
に
近
い

内
容
と
な
り
ま
す
。

日
時
　
10
月
３
日
（土）
　
９
時
〜
正
午

集
合
場
所
　
森
子
集
会
場

距
離
　
約
３
・
２
㌔

参
加
料
　
５
０
０
円

定
員
　
25
人

【
ふ
る
里
再
発
見
コ
ー
ス
「
大
内
」】

　
折
渡
千
体
地
蔵
尊
の
霊
場
を
訪

れ
、
本
尊
で
あ
る
延
命
地
蔵
と
千
体

地
蔵
の
ほ
か
、
千
人
隠
れ
の
洞
窟
な

ど
を
巡
り
ま
す
。
距
離
は
短
め
で
す

が
上
り
下
り
が
多
め
で
す
。

日
時
　
10
月
４
日
（日）
　
９
時
〜
正
午

集
合
場
所
　
折
渡
駐
車
場

距
離
　
約
４
㌔

参
加
料
　
５
０
０
円

定
員
　
30
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
開
催
日
１
週
間
前
ま
で
、
観
光
文

　
化
振
興
課
　
☎
24―

６
３
４
６

９
月
の
ミ
ニ
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

フ
ッ
ト
パ
ス「
鳥
海
さ
ん
ぽ
」

■シルバー会員の登録説明会
◇日時…９月18日（金）　10時～　
◇会場…市シルバー人材センター
◇対象…市内に在住する60歳以上
の人　◇年会費…３千円　◇持ち
物…秋田銀行、ゆうちょ銀行、秋田
しんせい農協、羽後信用金庫のい
ずれかの通帳
　　　　…市シルバー人材セン
ター　☎２４―５１１１

■大規模小売店舗立地法に基
　づく届出等の縦覧
◇名称…フレスポ本荘　◇縦覧期
限…12月11日（金）　◇場所…商工
振興課内（コピーは有料）　　　…
商工振興課　☎２４―６３７２

■チャリティーコンサート
　「木村俊介＆小野越郎DUO」
　～篠笛と津軽三味線～
◇日時…10月３日（土）　14時～
（開場13時～）　◇会場…本荘グラ
ンドホテル　◇入場料…2500円　
　  …国際ソロプチミスト本荘　
工藤さん　☎２４―４３３８

■〝紅葉のブナ林〟中島台
　水と緑の自然観察会
　にかほ市象潟地域「中島台」で自
然に親しみます。　◇日時…10月
10日（日）　９時～14時半（集合８
時50分まで。小雨決行）　◇集合場
所…道の駅象潟　ねむの丘駐車場
（足湯付近）。現地集合も可　◇対
象…小学生～一般（小学生は保護
者同伴）　◇参加料…無料　◇持
ち物…昼食、飲み物、筆記用具、歩
きやすく滑りにくい靴、軍手など
　　　　  …10月６日（火）まで、秋
田県自然観察指導員連絡協議会由
利本荘支部　阿部さん　☎２４―
４３６９（16時以降）

■子育てサロン「なかまっ子」
◇日時…10月11日（日）　10時～
正午　◇会場…鶴舞会館３階　講
堂　◇内容…体を使う遊び　◇対
象…親と子、祖父母と孫などのほ
か、どなたでも　◇参加料…無料
　　　　  …10月９日（金）まで、市
社会福祉協議会本荘支所　☎２４
―３６３４

■「遊泳館」10月14日（水）～21日（水）休館します
プール施設の安全点検と清掃を行うため、休館します。ご理解と
ご協力をお願いします。　　…スポーツ課　☎３２―１３３４問

問

問

本荘キャンパス大学祭「潮風祭」
第17回　秋田県立大学　

テーマ 気分↑↑ 本荘↑
じょうじょう じょう

開催日　10月24日 (土)・25日(日)　10時～16時

　10月24日(土)  10時～
なまはげ太鼓、アームレスリング大
会、早飲み食い競争、カラオケ大会、
スタンプラリー
　10月25日(日)　10時～
超神ネイガー(２回公演)、大ビンゴ
大会、竿燈、花火、スタンプラリー
　両日
フリーマーケット、模擬店グランプ
リ、由利牛フェア、各種コンサート

フリーマーケットの
出店者を募集します！
日時　10月24日(土)～25日
　　　(日)　10時～16時
会場　県大本荘キャンパス
参加料　無料
◎1枠2㍍×2㍍（1人1枠。両
　日とも先着20枠〈予定〉）
申込期限　10月5日(月)

　　　　…県立大学本荘キャンパス大学祭実行委員会
　☎・ＦＡＸ２３―３１７９　Ｅメールchofusai08@akita-pu.ac.jp

同時開催 ミニオープンキャンパス
　研究室や学生自主研究の公開を行います。
日時　10月24日(土)～25日(日)　10時～16時
内容　進学相談(25日のみ)、研究室公開、学科紹介パネ
　　　ル展示など
　　…県立大学本荘キャンパス事務局
　　　学生・アドミッションチーム　☎２７―２０００
問

児
童
書

児
童
書

ず
か
ん
虫
の
巣

日
本
の
歴
史（
角
川
ま
ん
が
学
習
シ
リ
ー
ズ
）

町
工
場
の
も
の
づ
く
り

サ
ザ
エ
さ
ん
と
日
本
の
春
・
夏
・
秋
・
冬
を
楽
し
も
う
！

し
ろ
が
く
ろ
の
パ
ン
ダ
で
す
。

岡
島

　秀
治

山
本

　博
文

小
関

　智
弘

扶
桑
社

平
田

　昌
広

中
央
図
書
館
　
☎
22
│
４
９
０
０
　
岩
城
図
書
館
　
☎
73
│
３
６
７
３

由
利
図
書
館
　
☎
53
│
２
１
２
１
　
出
羽
伝
承
館
　
☎
62
│
０
５
０
５

　
こ
こ
で
紹
介
す
る
以
外
に
も
た
く
さ
ん
の
本
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　
市
図
書
館
Ｈ
Ｐ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。蔵
書
検
索
も
で
き
ま
す
。

図書館へ行こう！

おはなしフェスティバル
日時　10月17日㈯　10時～
会場　中央図書館おはなし
室（カダーレ内）
内容　人形劇・読み聞かせ・
エプロンシアターなど
　　生涯学習課
　　☎３２―１３３２

貸出期間・冊数を変更します
　特別整理期間（10月5日～
9日）のため、貸出期間と貸
出上限冊数を変更します。
変更される期間　９月19日
　（土）～10月４日（日）
貸出期間　22日間
貸出冊数　15冊
※他の市内図書館・室は通常
　通り15日間・10冊までです。

問

【中央図書館】

申込 問

申込 問

申込 問

申込 問
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問い合わせ先

  健康管理課
  （本荘保健センター内☎22̶1834）
または各総合支所市民福祉課へ

　心も体も健やかに
家族みんなの家族みんなの

健康ノート

◆各種健（検）診 10月

住
所
地
で
受
け
取
れ
な
い
方
は

　
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り

住
民
票
の
住
所
地
で
「
通
知
カ
ー

ド
」
を
受
け
取
れ
な
い
方
に
は
、

現
在
の
お
住
ま
い
に
送
付
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
住
民
票
以

外
の
住
所
に
送
付
す
る
に
は
、

居
所
情
報
登
録
申
請
が
必
要
で

す
。

　
申
請
期
限

　
９
月
25
日
（
金
）

　（
郵
送
の
場
合
は
当
日
必
着
）

申
請
が
必
要
な
方

●
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
住

所
地
以
外
に
避
難
し
て
い
る
方

●
Ｄ
Ｖ
、
ス
ト
ー
カ
ー
、
児
童

虐
待
な
ど
の
被
害
者
で
住
所
地

以
外
の
場
所
に
住
ん
で
い
る
方

●
一
人
暮
ら
し
で
、
長
期
間
、

医
療
機
関
や
施
設
に
入
院
・
入

所
し
て
い
る
方

●
そ
の
他
、
や
む
を
得
な
い
理

由
が
あ
る
方

申
請
書
の
提
出
・
送
付
先

住
民
票
の
住
所
地
が
本
市
の
方

市
民
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市

民
福
祉
課

住
民
票
の
住
所
地
が
他
市
町
村

の
方
　
住
民
票
の
あ
る
住
所
地

の
市
区
町
村

※

本
人
確
認
書
類
の
添
付
が
必

要
で
す
。

申
請
書
は
市
民
課
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
福
祉
課
に
あ
り
ま

す
。総
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

あ
な
た
の
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
を

送
付
し
ま
す

　
10
月
か
ら
、
市
民
ひ
と
り
ひ
と

り
に
12
桁
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個

人
番
号
）
が
記
載
さ
れ
た
「
通
知

カ
ー
ド
」
を
郵
送
し
ま
す
。
カ
ー

ド
は
原
則
と
し
て
住
民
票
に
登
録

さ
れ
て
い
る
住
所
に
書
留
郵
便
で

送
付
さ
れ
ま
す
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
取
得
す
る
に
は

　
通
知
カ
ー
ド
に
添
付
さ
れ
て
い

る
申
込
書
に
顔
写
真
を
貼
り
返
信

す
る
と
交
付
の
申
請
が
で
き
ま

す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
も
申

請
す
る
こ
と
が
で
き
、
初
回
の
発

行
手
数
料
は
無
料
で
す
。

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
で
顔
写
真
な
ど
が
付
い

て
お
り
、
公
的
機
関
な
ど
で
身
分

証
明
書
と
し
て
使
え
ま
す
。
通
知

カ
ー
ド
は
使
い
道
が
限
ら
れ
て
お

り
、
身
分
証
明
書
と
し
て
は
使
え

ま
せ
ん
。

マイナちゃん マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
す
る
最
新
情
報
は

　
　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　☎
０
５
７
０-

２
０-

０
１
７
８

　
　【
英
語
対
応
】

　
　☎
０
５
７
０-

２
０-

０
２
９
１

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

10
月
5
日
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
！

送
り
先
の
申
請
を

検診会場　本荘保健センター
いずれの検診も申し込みが必要です。
申込受付時間　8：30～17：15（土日除く）
申込　本荘保健センター　☎２２－１８３４
詳細についてはお問い合わせください。  

＊お住まいの地域に限らず、検診を受けることができます。

乳がん検診
子宮がん・卵巣腫瘍検診

ＨＰＶ検査

「がん検診」追加検診のお知らせ
日曜日も実施します。平日に時間がとれない方や受け忘れた
方はぜひ受診してください。※要申し込み

【申込期間】　10 月 1日（木）～ 10月 9日（金）

７：００～
　９：００ 

１２：００～
　１２：４５

胸部総合検診
大腸がん検診
胃がん検診

大腸がん検診
胃がん検診

胃がん検診の受
け入れ定員は 1
日 60人までで
す。

申し込み受け付
け中です。お申
し込みはお早め
に。

18日㈰

19日㈪

検診日 受付時間

受付時間

注意事項検診内容

検診日 注意事項検診内容 検診方法 料　　金対象年齢

個人番号カード　　表

裏

通知カード　  　表

裏

胸部総合

胃がん

大腸がん

40歳以上

30歳以上

30歳以上

無料※喀痰検査が必
要な場合500円
30～69歳 ： 1300円
70歳以上  ：   600円
30～69歳 ：   500円
70歳以上  ：   200円

胸部レントゲン

胃部レントゲン
（バリウム検査）
便潜血検査
（２日法）

こんにちは！

(９月３日　４・７・１０カ月児健診

　大内保健センター)　

７日㈬

 ９日㈮

14日㈬

16日㈮
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お
た
よ
り

声◆
市
内
中
学
生
ハ
ン
ガ
リ
ー
訪
問
を

読
み
、
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

今
後
、国
際
人
と
し
て
外
国
に
飛
び
出

し
働
い
て
い
こ
う
と
す
る
一
歩
だ
と

思
い
ま
す
。ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の

お
別
れ
に
涙
す
る
写
真
を
見
て
、「
絆
」

が
深
ま
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

（
伊
藤
さ
ん
・
60
代･

本
荘
地
域
）

◆
今
年
の
猛
暑
続
き
に
よ
く
断
水
が

な
く
水
が
続
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

関
係
者
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

（
堀
井
さ
ん
・
80
代
・
岩
城
地
域
）

◆
高
齢
者
が
多
く
な
り
健
康
を
考
え

る
人
が
増
え
て
く
る
の
で
、
ミ
ニ
健

康
情
報
や
ミ
ニ
健
康
相
談
教
室
な
ど

の
記
事
が
あ
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

（
今
野
さ
ん
・
60
代
・
本
荘
地
域
）

◆
料
理
を
し
て
い
る
と
隣
の
家
の
保

育
園
児
が
、
私
を
見
つ
け
て
「
お
ね
え

ち
ゃ
ー
ん
！
」
と
叫
び
な
が
ら
手
を

振
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
姿
を
見
て
い

つ
も
癒
や
さ
れ
ま
す
。
私
も
お
返
し

に
手
を
振
り
ま
す
。

（
秋
山
さ
ん
・
30
代
・
矢
島
地
域
）

◆
最
近
、
朝
・
夕
が
寒
い
く
ら
い
で
思

わ
ず
半
袖
か
ら
七
分
袖
・
長
袖
に･･･

と
タ
ン
ス
の
中
を
ひ
っ
か
き
回
し
て

お
り
ま
す
。
夜
は
虫
の
鳴
き
声
も
聞

こ
え
る
よ
う
に
な
り
、
す
っ
か
り
秋

で
す
ね
。
皆
さ
ま
も
風
邪
な
ど
ひ
き

ま
せ
ん
よ
う
に
。

（
佐
々
木
さ
ん
・
60
代
・
由
利
地
域
）

◆
昨
年
の
ア
サ
ガ
オ
が
芽
を
出
し
て

い
ま
し
た
。
鉢
に
植
え
替
え
て
も
20

㌢
く
ら
い
で
し
た
が
、
毎
日
１
個
ず

つ
咲
い
て
と
て
も
楽
し
め
ま
し
た
。

（
荘
司
さ
ん
・
60
代
・
本
荘
地
域
）

　
♠
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
利
用
者
の

　
多
く
の
方
か
ら
「
助
か
っ
て
い
る

　
し
、
な
く
て
は
困
る
」
と
の
声
を
い

　
た
だ
き
ま
し
た
。
み
ん
な
で
乗
っ
て

　
残
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
♯
「
若
い
風
」
と
い
う
新
コ
ー

　
ナ
ー
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
地

　
域
で
頑
張
っ
て
い
る
20
〜
30
代
前 

　
半
の
方
を
ご
紹
介
く
だ
さ
る
よ
う

　
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
㊶

お誕生おめでとうお誕生おめでとうお誕生おめでとう
<8月16日～31日受け付け分>

伊藤　　葵ちゃん（翔平さん）石脇
佐藤　礼乃ちゃん（信吾さん）東梵天
渡邊　奈津ちゃん（善博さん）中梵天
村上　瑛都ちゃん（智哉さん）古雪町
小濱　太惺ちゃん（慎吾さん）川口
佐々木優奈ちゃん（勝一さん）東梵天
佐藤　姫心ちゃん（和也さん）一番堰
齋藤　八瑠ちゃん（公夫さん）本荘
眞坂　　栞ちゃん（康久さん）薬師堂
吉野　剛生ちゃん（恵次さん）石脇
橋本　　涼ちゃん（ 拓 さん）岩城六呂田
小助川壱颯ちゃん（慎吾さん）岩城二古
髙橋　健成ちゃん（成暢さん）岩城内道川
伊藤　悠莉ちゃん（寿春さん）前郷
佐々木陽太ちゃん（ 敬 さん）前郷
村上　莉菜ちゃん（崇敬さん）久保田
齋藤　結愛ちゃん（ 彰 さん）西目町出戸
畑澤　　直ちゃん（ 翔 さん）鳥海町中直根
三船　心結ちゃん（優也さん）鳥海町小川

　　　あおい

あやの

な　つ

えいと

たいせい

ゆうな

ひなの

は　る

　　　しおり

ご　う

　　　りょう

いっさ

けんせい

ゆうり

ようた

り　な

ゆ　あ

　　　すなお

こころ

満100歳
おめでとうございます

市から賀詞と長寿祝い金が
贈呈されました。
畠山　トヨさん

 （大正４年８月２９日生まれ・船ヶ台）
どうぞこれからもお元気で
お過ごしください。

事故･違反･飲酒運転のない街に！
8月の交通事故
発生状況 

事故件数 ８件

死亡者数 １人

負傷者数 ８人

  （8月 31日現在）

8月
累計

昨年
同期

５５件

２人

６８人

６９件

１人

８６人

人　の動き
8月末日現在・住民基本台帳
（　）は前月比

人口　 81,035人（-87）
男=38,661人　（-31）
女=42,374人　（-56）

世帯数 30,508 世帯（-1）

〈8月16日～31日受け付け分〉「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望され   
る方は、市民課（総合支所市民福祉課、出張所）窓口にお申し出ください。

太田　敏子さん

藤原　軍　さん

尾留川イセさん

佐藤　桂子さん

佐藤　　良さん

髙原　萬藏さん

正木　辰雄さん

佐藤　勇二さん

三浦　金夫さん

中津川俊雄さん

鈴木フミ子さん

志村テツエさん

齋藤　孝治さん

藤原　久志さん

（石脇・100 歳）

（川口・89歳）

（万願寺・85歳）

（中竪町・77歳）

（石脇・91歳）

（山田・94歳）

（本田仲町・87歳）

（御門・39歳）

（藤崎・76歳）

（小人町・93歳）

（親川・71歳）

（東梵天・90歳）

（石脇・85歳）

（大鍬町・67歳）

渡邊　トキさん

土田　久男さん

真坂　俊正さん

佐藤　秀友さん

黒木　忠造さん

佐藤　兼重さん

佐々木三喜子さん

大友　ツヱさん

田口チヤ子さん

佐藤由紀子さん

東海林キヨミさん

佐々木由男さん

遠藤　サクさん

加藤　　等さん

（浜ノ町・98歳）

（矢島町荒沢・81歳）

（矢島町荒沢・82歳）

（矢島町矢島町・91歳）

（矢島町城内・81歳）

（矢島町矢島町・73歳）

（矢島町七日町・87歳）

（岩城君ヶ野・90歳）

（岩城二古・83歳）

（東鮎川・68歳）

（岩野目沢・93歳）

（岩谷町・51歳）

（松本・85歳）

（中田代・66歳）

阿部　スヱさん

小松　淳子さん

長沼トシ子さん

髙橋　　仁さん

駒井エチヨさん

朝岡　カネさん

阿部ツユ子さん

住吉　直喜さん

佐藤　昭弘さん

大友　寅三さん

柴田　勝美さん

佐藤　德昭さん

（羽広・85歳）

（東由利舘合・78歳）

（東由利老方・83歳）

（東由利黒渕・83歳）

（東由利老方・92歳）

（西目町出戸・93歳）

（西目町沼田・90歳）

（西目町西目・74歳）

（鳥海町上川内・75歳）

（鳥海町下笹子・89歳）

（鳥海町栗沢・66歳）

（鳥海町上直根・71歳）

どうぞ やすらかにどうぞ やすらかに

９月２７日（日）はーとぽー
と大内ぽぽろっこの献血で
午後の受付時間が13：00
～16：00から13：00～15：
00に変更になりました。

変更のお知らせ
献血日程

　
　
　
お
た
よ
り

　
　
　
お
待
ち
し
て
い
ま
す

「
お
た
よ
り
」は
読
者
の
皆
さ
ん
の

コ
ー
ナ
ー
で
す
。ふ
だ
ん
感
じ
て
い

る
こ
と
や
交
換
し
た
い
情
報
、広
報

紙
へ
の
思
い
な
ど
あ
な
た
の
声
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
ハ
ガ
キ
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
電
子

メ
ー
ル
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
あ
て
先

　
〒
０
１
５
ー
８
５
０
１

　
尾
崎
17

　
由
利
本
荘
市
広
報
課
　
あ
て

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
24
ー
６
０
９
０

　
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
連
絡

　
先
・
お
た
よ
り
」
を
明
記
し
て

　
く
だ
さ
い
。※

９
月
の
読
者
プ
レ
ゼ

　
ン
ト
は
23
日
ま
で
。
希
望
す
る
方
は
前

　
号
の
ク
イ
ズ
の
答
え
も
記
入
し
て
く
だ

　
さ
い
。

（
さ
）


